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ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者
・
鈴
木
章
先

生
の
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、医
薬
系
総
合
研
究
棟
が
完

成
し
、亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
完
全
移

転
と
な
り
ま
し
た
。

　

薬
学
部
は

１
８
９
０
年

に
第
一
高
等

中
学
校
医

学
部
薬
学
科

と
し
て
創
設

さ
れ
、
千
葉

医
科
大
学
附
属
薬
学
専
門
部
を
経

て
今
日
に
至
り
ま
す
。そ
こ
で
、創
立

１
２
０
周
年
を
記
念
し
、２
０
１
０
年

 

最
近 

の

千
葉
大
学

the events of recent times

▼

医薬系総合研究棟Ⅱ期（右）が完成

▼

鈴木章北海道大学名誉教授（左）
　（ノーベル化学賞受賞者）

　

大
学
院
薬
学
研
究
院
の
山
本
惠

司
教
授（
千
葉
大
学
理
事
）が
シ
ク
ロ

デ
キ
ス
ト
リ
ン
学
会
賞
、友
子
教
授
が

日
本
細
菌
学
会「
浅
川
賞
」と
夫
婦

で
学
会
最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
医
薬
品
分
子
と
シ
ク
ロ
デ
キ
ス
ト

リ
ン
の
固
相
で
の
分
子
間
相
互
作
用

に
関
す
る
研
究
」で
受
賞
し
た
シ
ク
ロ

デ
キ
ス
ト
リ
ン
学
会
賞
は
、千
葉
大
学

か
ら
は
初
受
賞
。

　

ま
た
、「
細
胞
内
寄
生
性
細
菌
の
ス

ト
レ
ス
応
答
と
病
原
性
発
現
制
御
機

構
に
関
す
る
研
究
」で
受
賞
し
た
浅

川
賞
は
、女
性
研
究
者
の
受
賞
は
2

人
目
で
、千
葉
大
学
か
ら
は
30
年
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、授
賞
式
は
秋
田
市
と
札
幌

市
で
そ
ろ
っ
て
9
月
8
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

千
葉
大
学
工
学
部
建
築
学
科（
代

表
：
川
瀬
貴
晴
教
授
、栗
生
明
教
授
、

幹
事
：
鈴
木
弘
樹
助
教
、学
生
幹

事
：
花
里
真
道
さ
ん
）を
中
心
に
進

め
て
い
た
ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン・ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
が
応
募
33

チ
ー
ム（
15
カ
国
47
大
学
）の
中
か
ら

来
年
6
月
に
ス
ペ
イ
ン・マ
ド
リ
ッ
ド
で

実
際
に
建
設
す
る
20
チ
ー
ム
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン
と
は
世
界
の

20
の
大
学
が
ソ
ー
ラ
ー
住
宅
を
建
設

し
て
総
合
的
な
優
劣
を
競
う
競
技

で
、日
本
の
大
学
と
し
て
の
出
場
は

初
の
快
挙
で
す
。

　

今
後
は
、医
学
部
、園
芸
学
部
、教

育
学
部
な
ど
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
、全
学
を
あ
げ
て
の
組
織
体
制

の
も
と
、２
０
１
２
年
の
建
設
に
向
け

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
予
定
で
す
。

薬
学
部
創
立
１
２
０
周
年

記
念
講
演
会
及
び
記
念
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
の
最
近
の
動
き
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

山
本
惠
司
・
友
子
両
教
授（
大
学
院

薬
学
研
究
院
）が
、学
会
最
高
賞
を

夫
婦
で
Ｗ
受
賞
し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
チ
ー
ム
が
２
０
１
２

ソ
ー
ラ
ー
デ
カ
ス
ロ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

20
チ
ー
ム
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
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千葉大学校友会シンボルマーク

千葉大学けやき会館

　千葉大学男子ソフトボール部は、5月
に行われた関東学生ソフトボール選手権
大会に優勝し、平成23年8月27日から
山口県宇部市で開催された文部科学大
臣杯第46回全日本大学男子ソフトボー
ル選手権大会に12年ぶり4度目の出場
を果たしました。
　結果は、対戦相手の大阪体育大学に序
盤大差をつけられ、終盤粘ったものの惜
しくも1回戦敗退に終わりました。

男子ソフトボール部部長からのコメント
「ＯＢ、ＯＧの皆さまの応援、本当にありが
とうございました。今回、目標としていた全
国大会に12年ぶりに出場することができ
ましたので、来年は全国大会での1勝を目
指して一層精進したいと思います。これか
らも是非応援よろしくお願いいたします」

千葉大学男子ソフトボール部

千葉大学校友会とは
千葉大学校友会は、元学長磯野可一氏の発案で平成14年
に発足いたしました。今まであまり交流のなかった学部同窓
会を横にまとめ、大学内外で団結し、千葉大学と同窓生との
情報交換や連携協力を緊密にすることにより、同窓会、ひい
ては大学の発展貢献することを目的として設立されました。

表 紙 写 真
モ デ ル

　この度の東日本大震災により被災されました方々に、心

よりお見舞い申し上げます。くれぐれも健康に留意され、

一日も早い復旧をお祈り申し上げます。

　東日本大震災の被災者に対して千葉大学校友会は、千葉

大学経済人倶楽部「絆」と協力して義援金を募り、総額約

156万円を日本赤十字社へ寄託

しました。

　皆様からのあたたかいご協力

をいただきましてありがとうござ

いました。

海外校友会から千葉大学へ災害復興支援金が寄附されました

　海外校友会（中国校友会及び香港在住卒業生）から千葉大学
へ災害復興支援金が寄附されました。
　寄附された支援金については、SEEDS基金に組入れ、千葉大
学の被災学生へ支給し、有効活用しました。

東日本大震災への対応



献
す
る
立
場
と
な
る
と
い
う
自
覚
を

新
た
に
、誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

白
衣
式
を
終
え
た
医
学
生
た
ち

は
、Student D

octor

と
し
て
、附

属
病
院
の
各

病
棟
で
の
臨

床
実
習
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

本
学
名
誉
教
授
の
田
畑
貞
壽
氏

（
元
園
芸
学
部
教
授
）が
平
成
23
年

（
第
5
回
）「
み
ど
り
の
学
術
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、「
み
ど
り
」に
つ
い
て
の
国

民
の
造
詣
を
深
め
る
た
め
に
、国
内
に

お
い
て
植
物
、森
林
、緑
地
、造
園
、自

然
保
護
等
に
係
る
研
究
、技
術
の
開

　

大
学
院
理
学
研
究
科
、工
学
研
究
科

及
び
融
合
科
学
研
究
科
の
学
生
諸
氏

が
、日
本
経
済
新
聞
社
主
催
の 

“
第
３

回 

企
業
に
開
発
し
て
ほ
し
い
未
来
の
夢

ア
イ
デ
ア・コ
ン
テ
ス
ト
”に
お
い
て
、以
下

の
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

東
レ
賞
で
は
、工
学
研
究
科
／
阿
保

芙
美
奈
・
松
丸
晃
久
両
氏
の「
温
度
応

答
性
高
分
子
を
用
い
た
砂
漠
の
緑
化
大

作
戦
」、村
田
製
作
所
賞
で
は
、先
進
的

マ
ル
チ
キ
ャ
リ
ア
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修

生
グ
ル
ー
プ（
融
合
科
学
研
究
科
／
土

井
達
也
氏
、工
学
研
究
科
／
菅
谷
紗
里

氏
、理
学
研
究
科
／
倉
田
直
子
・
富
田
竜

太
郎
両
氏
）に
よ
る「
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
付
き

Ｉ
Ｃ
―
Ｔ
Ａ
Ｇ
で『
お
い
し
い
！
』プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
お
い
て
、各
々
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
企
業
に
開
発
し
て
ほ
し
い
未
来

の
夢
」部
門
で
も
、同
履
修
生
グ
ル
ー
プ
が

「
食
品
品
質
可
視
化
シ
ー
ル
」で
、テ
ク
ノ

ル
ネ
サ
ン
ス・ジ
ャ
パ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
9
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ
ッ
プ

C
H

IB
A

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

田
村
准
教
授
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン「
難

痴
性
疾
患
治
療
・
希
少
疾
病
治
療
に

有
用
な
医
療
創
薬
」が
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ
ッ
プC

H
IB

A

は
、

（
財
）千
葉
市
産
業
振
興
財
団
が
千

葉
市
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
事

業
で
、企
業
や
個
人
か
ら
新
規
性
や

独
創
性
、実
現
性
の
あ
る
事
業
プ
ラ

ン
や
技
術
を
公
募
し
、書
類
及
び
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
審
査
に
よ
り
、

グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
と
な
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が

事
業
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、新
薬

創
製
に
お
け
る
開
発
・
承
認
に
要
す

る
初
期
開
発
期
間
の
短
縮
や
そ
の
開

発
精
度
の
向
上
等
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
・
学
部
）の
教
員
養
成
課
程
の
就
職

状
況
に
つ
い
て
、毎
年
、文
部
科
学
省

に
お
い
て
取
り
ま
と
め
公
表
し
て
い
る

も
の
で
、平
成
22
年
9
月
末
ま
で
の
就

職
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

千
葉
大
学
教
育
学
部
の
正
規
採

用
の
教
員
就
職
率
は
51
・１
％
で
、45

大
学
・
学
部
の
な
か
で
ト
ッ
プ
の
採
用

率
で
し
た
。

　

な
お
、正
規
採
用
と
臨
時
的
任
用

を
あ
わ
せ
た
教
員
就
職
率
は
65
・８
％

で
し
た
。

　

看
護
学
研
究
科
の
森
恵
美
教
授

が
科
学
研
究
費
補
助
金
の
第
一
段
階

書
面
審
査
で
、模
範
と
な
る
審
査
意

見
を
付
し
た
審
査
委
員
と
し
て
、独

立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
は
約
５
０
０
０
名
の

第
一
段
審
査
委
員
の
中
か
ら
39
名
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、高
度
な
研
究
開
発
能

力
を
持
っ
た
若
手
研
究
者
に
与
え
ら

れ
る
賞
で
、矢
貝
准
教
授
は「
高
度
に

組
織
化
さ
れ
た
機
能
性
色
素
集
合
体

の
構
造
と
機
能
の
研
究
」の
業
績
を

高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

千
葉
三
越
地
下
１
階「
ジ
ョ
ア
ン
」

「
ケ
ー
フ
ァ
ー
」「
聘
珍
樓
」の
３
店
舗

に
お
い
て
、期
間
限
定
で
、千
葉
大
学

環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー

で
育
て
ら
れ
た
野
菜
や
果
物
を
使
用

し
た
コ
ラ

ボ
商
品
が

販
売
さ
れ

ま
し
た
。

発
そ
の
他
の「
み
ど
り
」に
関
す
る
学

術
上
の
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

に
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
授
与
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

同
氏
が
、様
々
な「
み
ど
り
」で
覆

わ
れ
た
土
地
を「
緑
被
地
」と
い
う
概

念
に
と
り
ま
と
め
、緑
被
地
率
を
新

た
な
指
標
と
す
る
緑
地
環
境
計
画
の

手
法
を
提
案
し
、み
ど
り
の
地
域
づ

く
り
と
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
さ
れ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
は
、平
成
23
年
4
月
22
日

都
内
で
開
催
さ
れ
た「
み
ど
り
の
式

典
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
が「
国
立
の
教
員
養

成
大
学
・
学
部（
教
員
養
成
課
程
）の

平
成
22
年
3
月
卒
業
者
の
就
職
状

況
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、小
、中
、高
等
学
校
等
の

教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
国
立
の
教

員
養
成
大
学
・
学
部
卒
業
者（
45
大 ▶店内の様子

▶ 教授より授与された白衣の袖には、自分の名前と医
学部本館をかたどった刺繍が施されています

　

平
成
23
年
4
月
8
日
、医
学
部
第

一
講
義
室
に
お
い
て
第
1
回
白
衣
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
衣
式
は
、入
学
後
4
年
間
に
わ

た
る
臨
床
前
教
育
を
受
け
て
き
た
医

学
生
が
、い
よ
い
よ
医
師
と
な
る
た
め

の
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
臨
床
実

習
）を
開
始
す
る
こ
と
を
、家
族
・
卒

業
生
・
教
員
・
職
員
一
同
が
祝
福
す
る

と
共
に
、医
学
生
自
身
が
医
療
者
の

一
員
と
し
て
、社
会
に
貢
献
す
る
立

場
と
な
る
自
覚
を
新
た
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。共
用
試
験

に
合
格
し
、臨
床
実
習
を
開
始
す
る

資
格
を
得
た
学
生
た
ち
に
対
し
、こ

れ
ま
で
の
学
習
努
力
を
讃
え
る
と
共

に
、医
療
者
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
心

構
え
を
促
す
重
要
な
式
典
で
、教
授

一
同
か
ら
学
生
一
人
ひ
と
り
に
白
衣

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、医
学
生
み
ず
か
ら
が
医

療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
社
会
に
貢

矢
貝
史
樹
准
教
授（
大
学
院
工
学
研

究
科
）が
、平
成
23
年
度
科
学
技
術
分

野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
に
お
い
て

若
手
科
学
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

田
村
裕
准
教
授（
大
学
院
医
学
研

究
院
）が
第
9
回
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
カ
ッ

プC
H

IB
A

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
。

医
学
部
で
第
1
回
白
衣
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

田
畑
貞
壽
名
誉
教
授
が「
み
ど
り

の
学
術
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
3
月
卒
業
生
の

正
規
採
用
教
員
就
職
率
が

全
国
第
1
位
に
。

森
恵
美
教
授（
看
護
学
研
究
科
）が

日
本
学
術
振
興
会
審
査
委
員
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ
ン

第
３
回
未
来
の
夢
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

教
育
学
部
附
属
中
学
校
高
柳
佐
土

美
教
諭
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

千
葉
三
越
で

千
葉
大
学
コ
ラ
ボ
商
品
を

限
定
販
売
し
ま
し
た
。

the events of recent times the events of recent times

　

教
育
学
部
附
属
中
学
校
高
柳
佐

土
美
教
諭
が
養
護
教
諭
制
度
70
周
年

記
念
学
校
保
健
功
労
者
と
し
て
、文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、長
年
に
わ
た
っ
て
学

校
保
健
の
普
及
と
向
上
に
尽
力
し
、多

大
な
成
果
を
あ
げ
た
養
護
教
諭
及
び

養
護
教
諭
経
験
者
個
人
が
、文
部
科

学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
氏
は
、昭
和
57
年
に
本
学
教
育

学
部
養
護
教
諭
養
成
課
程
を
卒
業

後
、一
貫
し
て
千
葉
県
・
千
葉
市
の
公

立
小
・
中
学
校
の
養
護
教
諭
と
し
て

学
校
保
健
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
健
康
教
育
に
関

す
る
実
践
研
究
を
主
導
し
、後
進
の

育
成
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
般
、そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、表
彰
式
は
平
成
23
年
8
月

4
日
に
佐
賀
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
た
平
成
23
年
度
全
国
養
護
教
諭

研
究
大
会
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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トピックス

卒業生室では、同期会・サークル等でお集まりの際に、

学内をご案内させていただきます。事前の連絡をお待ちしています。

－千葉大学ＳＥＥＤＳ基金は、チャレンジを支え人を育てる基金です－

寄附のお申し込みは、下記ホームページをご覧ください。

http://kikin-chiba-u.jp
お問い合わせ先
千葉大学　基金室　〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町 1-33
TEL：043-290-2109　FAX：043-284-2550
E-mail：kikin＠office.chiba-u.jp　URL:http://www.chiba-u.ac.jp/

千葉大学ＳＥＥＤＳ基金のご支援、ご協力のお願い
挑戦を怖れない人材を世へ。千葉大学は動き始めます。

問い合わせ先　千葉大学卒業生室

TEL 　 ： 0120-787-4129（フリーダイヤル）
E-mail ： chiba-sotsushitsu@office.chiba-u.jp

　

私
は
看
護
学
部
12
期
生
と
し
て
入

学
し
、
14
期
生
と
一
緒
に
卒
業
し
ま

し
た
。「
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
の
奨
学
金

を
得
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
留
学
」
と
い

え
ば
世
間
体
は
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
は
、
３
年
次
か
ら
の
専
門

課
程
で
亥
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
こ
も
り
た

く
な
い
と
い
う
後
ろ
向
き
な
理
由
が
根

底
に
あ
り
ま
し
た
。

　

看
護
学
部
は
、
１
年
次
か
ら
西
千

葉
で
の
教
養
の
講
義
に
加
え
、
週
１

回
亥
鼻
で
専
門
の
講
義
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
は
亥
鼻
の
雰
囲
気
に
な
じ

め
ま
せ
ん
で
し
た
。
看
護
系
と
医
学

系
の
教
員
が
対
立
し
、そ
れ
ぞ
れ
「
看

護
と
は
何
か
を
考
え
よ
」「
科
学
者

と
な
れ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。
そ
れ

は
今
か
ら
考
え
れ
ば
、
文
系
と
理
系

の
対
立
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
２
年
間
の
休
学
は
、
先
生
達
の

言
葉
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
の
行
動
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
20
年
以
上
た
ち
、
現
在

の
医
療
翻
訳
者
や
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の

仕
事
も
、
臨
床
現
場
に
い
る
方
か
ら

み
れ
ば
、
看
護
か
ら
距
離
を
置
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
、
先
生
達
の

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
真
意
を
理
解
し
、

自
分
な
り
に
消
化
・
融
合
す
る
試
み

で
あ
り
、
看
護
と
科
学
の
関
係
を
独

自
に
探
求
し
て
き
た
結
果
の
よ
う
に

卒
業
生
便
り

西
村 

多
寿
子

 

高
橋 

あ
づ
さ  

も
思
え
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
思
い
出
と
い
え
ば
、

大
学
４
年
の
と
き
に
病
院
実
習
と
就

職
活
動
が
重
な
り
、
午
前
中
は
ナ
ー
ス

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
、

午
後
は
ス
ー
ツ
に
着
替
え
て
都
内
に
出

か
け
、
外
資
系
企
業
の
面
接
試
験
を

受
け
た
こ
と
で
す
。
バ
ブ
ル
期
の
当
時

は
、
国
立
大
卒
と
留
学
経
験
だ
け
で

売
り
込
め
た
の
で
、
米
国
系
大
手
証

券
会
社
か
ら
も
内
定
を
も
ら
い
ま
し
た

が
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
少
し
は

生
か
せ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
、
英
国

系
製
薬
会
社
を
選
び
ま
し
た
。

東洋観光株式会社

埼玉県日高市田波目804-1

本社/埼玉県坂戸市多和目475
TEL.049-286-0811
FAX.049-286-0828http://yugeta.com/

TEL.0120-417-059

〒239-0831 横須賀市久里浜7-6-1
TEL 046-837-3900
http://www.toyokankou.co.jp/

モンドセレクション
3年連続金賞受賞

ネットからもご注文承ります！ http://yugeta.com

モンドセレクションは食品業界の
オリンピックと言われる世界的に権威ある賞です
千葉大学工学部機械工学科 平成元年卒業　代表取締役 弓削多洋一

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

金
賞
受
賞
品

Ｙ
Ｕ
Ｋ
30
　
３
１
５
０
円

モンドセレクションは食品業界の
オリンピックと言われる世界的に権威ある賞です

貸切バス事業者
安全評価認定
取得

貸切バス事業者
安全評価認定
取得

お歳暮ギフトは　　　　  で!

東洋観光株式会社
〒276-0042 千葉県八千代市ゆりのき台3-12
TEL：047-484-9131
E-mail：toyokanko@sirius.ocn.ne.jp

教育学部 昭和40年卒
取締役 川﨑 正信

教育学部 昭和40年卒
取締役 川﨑 正信

皆様の《旅》のご要望に応じます。皆様の《旅》のご要望に応じます。 貸切バス事業者
安全評価認定
取得

貸切バス事業者
安全評価認定
取得

有 料 広 告

千葉大学の輪

※有料広告を募集しています。校友会事務局までお問合せください。

看
護
学
部
編

看
護
と
科
学

西
村 

多
寿
子

卒業生便り　看護学部編
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そ
の
後
、東
京
大
学
大
学
院
進
学
、

看
護
師
・
保
健
師
の
実
務
経
験
を
経

て
、
最
近
は
、
海
外
の
一
流
誌
に
掲

載
さ
れ
た
医
学
論
文
の
紹
介
記
事
を

書
い
た
り
、
医
療
関
係
者
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
書
い
た
り
、
医
学
英
語

の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
31
日
に
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
イ

タ
ー
協
会
に
講
師
と
し
て
招
か
れ
「
医

学
論
文
に
よ
く
み
ら
れ
る
英
語
表
現
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
義
を
し
ま
し

た
。
教
育
重
視
の
医
療
系
学
部
の
教

員
に
と
っ
て
も
、
英
語
で
の
論
文
作
成

は
必
須
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
教

員
自
ら
積
極
的
に
英
語
を
学
習
す
る

こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
が
、
ラ
イ
タ
ー

を
組
織
的
に
養
成
・
雇
用
し
て
チ
ー
ム

で
論
文
を
作
成
し
た
ほ
う
が
、
着
実

に
実
績
を
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
研
究
方
法
の
概
要
と

論
文
構
成
が
理
解
で
き
れ
ば
、
英
訳

が
得
意
な
文
系
出
身
者
で
も
良
質
の

仕
事
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

第
２
回
校
友
会
報
に
て
、
海
堂
尊

氏
が
「
成
果
を
誇
ら
な
い
千
葉
大
の

　

私
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に

千
葉
大
学
看
護
学
部
に
入
学
し
た
。

当
時
の
看
護
学
部
は
創
立
６
年
目
、

私
た
ち
６
期
生
の
入
学
で
よ
う
や
く

学
部
の
１
年
生
か
ら
大
学
院
の
２
年

生
ま
で
フ
ル
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
千
葉
大

学
で
一
番
新
し
い
学
部

で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
創
立
に
あ
た

り
各
方
面
か
ら
選
り
す

ぐ
ら
れ
た
教
官
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
豊
か

で
あ
り
魅
力
的
で
、
私

は
看
護
学
の
世
界
に
ぐ

い
ぐ
い
と
引
き
ず
り
込
ま

れ
て
い
っ
た
。
就
職
も
迷
う
こ
と
な
く

病
棟
看
護
婦
を
選
択
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
20
代
最
後
の
年
に
税

理
士
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
、
現
在

は
税
理
士
と
し
て
独
立
開
業
し
15
年

め
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は

態
度
に
、
奥
ゆ
か
し
さ
と
同
時
に
歯

が
ゆ
さ
も
感
じ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
論
文
を
読
む
機
会
の
多

い
私
も
大
い
に
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
総
合
大
学
で

あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、
成
果
を
着

実
に
世
に
出
し
て
い
く
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
は
、
千
葉
大
学
の
「
底
力
宣

言
」
と
矛
盾
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
看
護
学
の
可
能
性
に
つ

い
て
。
私
は
前
述
の
仕
事
の
ほ
か
に
、

理
工
系
研
究
者
へ
の
研
究
協
力
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
東
京
大
学
大
学
院
・

情
報
理
工
学
系
研
究
科
の
峯
松
信
明

先
生
（
音
声
工
学
）
や
先
端
研
の
西

成
活
裕
先
生
（
渋
滞
学
）
と
も
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
私
は
英
語
屋
と
し

て
彼
ら
に
向
き
合
っ
た
の
で
は
な
く
、

看
護
学
部
の
卒
業
生
と
し
て
は
、
や

や
（
？
）
異
色
だ
と
い
う
こ
と
で
今
回

こ
の
原
稿
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
た
。
確
か
に
「
看
護
婦
か
ら
税

理
士
に
!?
そ
れ
は
、
も
の
す
ご
い
『
方

向
転
換
』
で
す
ね
」
と
い
わ
れ
る
こ
と

は
多
い
。
し
か
し
、
当

の
本
人
に
と
っ
て
は
実

は
「
方
向
転
換
」
で
は

な
く
、
寧
ろ
看
護
学
部

で
の
学
び
の
「
延
長
線

上
」
に
今
の
仕
事
が
あ

り
、
実
際
の
仕
事
の
内

容
も
看
護
の
そ
れ
と
同

じ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

学
生
時
代
に
「
看
護
と
は
患
者
の

生
命
力
の
消
耗
を
最
小
に
す
る
よ
う

す
べ
て
を
整
え
る
こ
と
」
と
学
ん
だ
が
、

現
在
私
が
日
々
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
、

「
企
業
が
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
存
分
に

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
（
企
業

看
護
師
と
し
て
看
護
と
科
学
の
関
係

を
考
え
な
が
ら
議
論
し
て
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
文
系
・

理
系
科
目
を
幅
広
く
履

修
し
、
分
野
横
断
的
な

側
面
を
持
つ
看
護
学
か

ら
出
発
し
た
か
ら
こ
そ
、

最
先
端
の
研
究
者
の
思

考
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
し
、
時
に
は
彼

ら
の
思
考
を
前
進
さ
せ

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、
被
災

も
た
だ
存
在
す
る
だ
け
で
は
生
命
力
は

ど
ん
ど
ん
消
耗
す
る
）、
全
て
を
整
え

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
視
点

は
看
護
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
り
、
自
分

と
し
て
は
看
護
の
延
長
線
上
に
今
も
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

無
論
そ
う
は
い
っ
て
も
、
文
字
通
り

の
「
看
護
の
現
場
」
で
キ
ャ
リ
ア
を
積

み
重
ね
て
い
る
同
窓
生
を
み
て
「
友
が

み
な
我
よ
り
え
ら
く
見
ゆ
る
日
よ
」
と

い
う
こ
と
も
な
く
は
な
い
。

　

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
と
き
に
思
い
出

し
、励
ま
さ
れ
る
の
は
「
君
達
が
将
来
、

直
接
看
護
の
仕
事
に
携
わ
ら
な
か
っ
た

地
の
看
護
師
・
保
健
師
は
そ
の
職
務

を
命
が
け
で
遂
行
し
、
そ
の
後
、
他

の
都
道
府
県
か
ら
も
多

く
の
看
護
職
が
被
災
地

で
活
動
し
ま
し
た
。
医

療
現
場
・
災
害
現
場
で

主
体
的
に
考
え
行
動
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る

に
あ
た
り
看
護
学
部
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
考
え
ま
す
。
実
社
会

で
活
躍
す
る
卒
業
生
を
支
え
る
た
め

に
も
、
千
葉
大
学
の
さ
ら
な
る
挑
戦

と
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
も
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
基

礎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
究
め
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
立
派
な
『
看
護
（
学
）』

な
の
だ
。
看
護
の
世
界
は
そ
れ
を
許

容
で
き
る
だ
け
の
力
を
持
っ
て
こ
そ
本

物
だ
」
と
繰
り
返
し
語
っ
て
く
れ
た
当

時
の
教
官
た
ち
の
言
葉
で
あ
る
。

　

も
し
か
す
る
と
、
そ
の
言
葉
は
時
の

経
過
と
共
に
自
分
に
都
合
よ
く
記
憶

が
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う

な
総
合
大
学
ら
し
い
懐
深
い
千
葉
大
学

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
日
々
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
。

卒業生便り　看護学部編 卒業生便り　看護学部編

高橋あづさ氏 プロフィール

高橋あづさ税理士事務所 税理士

■経歴

1961年生まれ。

1984年千葉大学看護学部看護学科卒

業。神奈川県立成人病センター（現・神奈

川県立がんセンター）勤務。

1985年千葉大学大学院看護学研究科入

学。1987年同大学院（修士課程）修了。東

京都立神経病院勤務。公務員の「増員な

き時短」を経験したことで考えるところが

あり、1990年同病院を退職、税理士を目

指す。

1995年税理士試験合格。1997年より

現職。

税理士業務の傍ら起業家のためのセミ

ナーの講師やコミュニティの事務局を務

めている。

西村多寿子氏 プロフィール

医療翻訳者・ライター
東京大学大学院医学系研究科　
公共健康医学専攻　客員研究員
フェロー・アカデミー　
メディカル翻訳講座　講師

■経歴

1968年生まれ

1992年千葉大学看護学部卒業

1997年東京大学大学院医学系研究科国

際保健学専攻　修士課程修了

日本グラクソ株式会社（現グラクソ・スミスク

ライン）、横浜労災病院、日本電気玉川健康管

理センターを経て、実務翻訳者として独立。

現在は、医学英語の指導のほか、日経メディ

カルオンライン循環器プレミアムサイトに掲

載する新着論文紹介記事、保健師・栄養士向

けの情報サイトQ-stationに掲載するインタ

ビュー記事等を執筆。

め
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は

常
に
看
護
の

「
延
長
線
上
」に

高
橋 

あ
づ
さ
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新
た
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
具
体

的
に
は
、C

urio

に
「
千
葉
大
関
係

者
氏
名
一
覧
」
と
い
う
機
能
を
導
入

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
「
千
葉
大
関
係
者
氏
名
一
覧
」
は
、

C
urio

の
会
員
の
み
が
閲
覧
可
能
な

千
葉
大
関
係
者
の
氏
名
の
リ
ス
ト
で

す
。
リ
ス
ト
に
は
、
各
学
部
の
同
窓

会
の
ご
協
力
を
求
め
つ
つ
、
１
９
５
０

年
３
月
卒
業
・
退
職
以
降
の
全
て
の

関
係
者
を
、
卒
業
（
退
職
）
年
次
、

お
よ
び
学
部
・
学
科
・
研
究
科
・
所

属
部
署
別
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

掲
載
す
る
の
は
原
則
と
し
て
大
学
在

籍
時
の
氏
名
の
み
（
改
姓
さ
れ
た
場

合
の
扱
い
は
検
討
中
）
で
、
そ
れ
以

外
の
個
人
情
報
は
掲
載
い
た
し
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、C

urio

の
会
員
で
あ

れ
ば
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し

て
、
氏
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
能
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、C

urio

会
員
の
方
が
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、

自
ら
の
氏
名
にC

urio

外
部
の
様
々

　

千
葉
大
学
校
友
会
で
は
、
主
要
な

事
業
の
１
つ
と
し
て
、
千
葉
大
学
関

係
者
（
卒
業
生
、
退
職
者
、
現
役
学

生
、
在
職
者
）
限
定
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
）

「C
urio

」
を
２
０
０
７
年
か
ら
開
設
・

運
営
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
９
月

時
点
で
の
会
員
数
は
約
２
９
０
０
名

と
な
り
、
月
ご
と
に
共
通
の
テ
ー
マ
で

思
い
出
話
や
近
況
報
告
を
書
き
寄
せ

て
い
た
だ
く
「
四
方
山
話
」、
現
在
や

過
去
の
千
葉
大
学
の
写
真
を
持
ち
寄

る
「
写
真
館
」、
あ
る
い
は
現
役
の
学

生
の
皆
さ
ん
と
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た
就
職
活
動
支

援
と
い
っ
た
活
動
がC

urio

の
中
で
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
発
信
の
手
段
は
め
ま
ぐ

る
し
く
多
様
化
し
、
拡
大
し
て
い
ま

す
。C

urio

は
「
実
名
開
示
」
を

大
き
な
特
徴
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

facebook

の
よ
う
な
実
名
開
示
型

の
大
規
模
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
広
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
ま
た
、Tw

itter

の
よ
う

な
情
報
発
信
の
手
段
も
普
及
し
ま
し

な
情
報
源
（
ブ
ロ
グ
やTw

itter

）
を

リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
も

盛
り
込
む
予
定
で
す
。

　

な
お
、C

urio

に
お
い
て
今
後
に

向
け
た
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、

単
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
」
と
い
う
だ
け

で
はC

urio

に
は
存
在
意
義
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
、
す
で
に
様
々
な
情
報
発
信
手
段

を
利
用
し
て
い
る
方
々
に
は
、C

urio

に
も
書
き
込
み
を
す
る
こ
と
は
負
担

に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
でC

urio

に
お
い
て
も
、
漫
然
と

従
来
通
り
の
運
営
を
行
う
の
で
は
な

く
、
新
た
な
方
針
に
基
づ
い
て
機
能

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

他
の
情
報
交
流
・
発
信
の
手
段
に

対
し
てC

urio
の
み
が
有
し
て
い
る

特
徴
は
、
会
員
に
な
り
得
る
方
が
千

葉
大
学
関
係
者
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

入
会
に
あ
た
っ
て
資
格
審
査
が
行
わ
れ

て
い
る
点
で
す
。
こ
の
特
徴
を
活
か

し
て
、
会
員
の
検
索
や
会
員
間
の
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
基
本
的
な
機
能

を
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、C

urio

の

同
窓
会
名
簿
と
し
て
の
機
能
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
多
く
の
千
葉
大
関
係
者
の

方
々
が
、
す
で
にC

urio

と
は
異
な

る
手
段
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、C

urio

は
、
独
自
の
（
あ
る

意
味
で
重
複
し
た
）
情
報
発
信
を
求

め
る
の
で
は
な
く
、
す
で
に
発
信
さ
れ

て
い
る
千
葉
大
関
係
者
の
様
々
な
情

報
を
束
ね
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

  

そ
こ
でC

urio

事
務
局
と
し
て
は
、

今
後
のC

urio

に
お
い
て
は
、「
千
葉

大
関
係
者
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
ま

ずC
urio

に
ア
ク
セ
ス
す
る
」
と
い
う

使
わ
れ
方
を
促
す
た
め
の
機
能
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

千
葉
大
学「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

校
友
会
」設
立
総
会
を
開
催

　
平
成
23
年
２
月
１
日
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
近

郊
デ
ポ
ッ
ク
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、元
留
学
生
の
同
窓

会
組
織
で
あ
る「
千
葉
大
学

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
校
友
会
」設

立
の
記
念
式
典
と
第
１
回
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
慣
例
に

従
い
記
念
ゴ
ン
グ
が
齋
藤
学

長
か
ら
打
た
れ
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
校
友
会
の
設
立
を
皆
で
祝

い
ま
し
た
。

千
葉
大
学
校
友
会 

海
外
支
部

Curio 新機能のイメージ

会員のみがログイン
検索 リスト表示

（会員はリンクあり）

伊藤 茂

加藤 幸子

小林 恵子

斎藤 洋子

佐藤 健一

鈴木 一郎

高橋 正志

中村 和子

山田 哲也

山本 弘

吉田由美子

渡辺 実

メッセージ送信

外部情報源

Blog

他SNS

Twitter

事
務
局  

千
葉
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー　

Ｔ
Ｅ
Ｌ : 

８
１-

４
３-

２
５
１-

１
１
１
１　

 

Ｅ
ｘ
ｔ
２
１
８
９

E
-m

ail :
ka

ig
a
i-ko

yu
ka

i@
o
ffic

e
.c

h
ib

a
-u

.jp

会員の記念撮影　サルディ会長（前列中央）
齋藤学長（同右）

現地の慣例で記念ゴングを打つ齋藤学長

C
urio

が
新
た
に
目
指
す
方
向

導
入
を
検
討
し
て
い
る
新
機
能

 千葉大校友会SNS
「Curio」の強化に向けて
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